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1　は　じ　め　に

1983年より秋田県畜産試験場では，ランドレース種の系

統造成に着手し，1990年に完成，認定された。1990年以降，

当場でアキタLを維持し県内の増殖施設に配布して普及を

図っている。

そこで，アキタLを利用した交雑肥育豚の能力を最大限

に発揮させるため，アキタLと交雑肥育豚の飼養管理基準

の設定を検討した。

2　飼葉管理基準の内容

この飼養管理基準には，アキタしの造成の経緯，アキタ

しの能力と特徴，その飼養管理上の留意点，LW母豚生産

のための管理，LWD肉豚生産のための管理，衛生プログ

ラム，アキタしの利用法などが記載される予定である。

本報告では特に，①系統造成豚アキタしの能力，（診アキタ

Lに適した大ヨークシャー種の系統豚と，デュロック種サク

ラ201との組合わせ及び③肥育豚の栄養水準について述べる。

（1）系統造成豚アキタしの能力

アキタしの改良目標は，①1日当たりの平均増体重の向

上，②背脂肪の厚さを適度にする及び③ロース断面積を大

きくするという3点にしぼった。特に平均増体重は他の1．5

倍の重みをつけて選抜した。

表1にアキタしの改良日槙と実績を示したが．背脂肪の

厚さを除いてほぼ改良目標に到達している。集団の近交係数

は6世代の認定豚で7．4％，平均血縁係数は20％であった。

表2はアキタしの繁殖成績である。繁殖成績は特に改良

を加えていないので基礎豚とほぼ同じと考えられる。1腹

平均生産頭数が，9．1頑，離乳頭数8．3朗であった。

表1　アキタL改良目標と実績

基礎豚の能　　≠古口膿　　実損（第6世代・育成豚）
改良目標

力（推定値）　セリ、■一tUr仰　　　雄　　　雌

1日当りの神埼臓　680g　785g（育成30－弧短）784g　　712g
背脂肪の厚さ1．8cm1．5cD（馳体長1／2部餌1．8m　1．9cm
ロース断面　30d　3如ゴ（〝　〝）33 5Cd　33

血縁係数　　　　　　　　　　　　　　　20．02
近交係数　　　　　　　　　　　　　　　　7．4

表2　第6世代の初産の成績く平成2年2月～3月〉

娩 1　腹　平　均　　　　　平均体重
数　生産頭数　離乳頭数　育成率　生　時　4　過

頑　　　頑　　　頑　　　％　　　k k

53　　　9．1　　8．3　　　95．5　　1．26　　6．60

（2）アキタLに適した大ヨークシャー種の系統豚と，デュ

ロック種サクラ201との組合わせ

アキタLには大ヨークシャー種系統豚とデュロック種系

統豚を計画的に交配して，産肉性，繁殖性及び斉一性の高

い三元交雑豚を生産する。これは，雑種強勢効果を利用す

るもので．母豚として利用する一代雑種（F，）について

はその効果が十分利用できる。すなわち，系統豚のランド

レース雌と大ヨークシャー雄を交配した場合∴繁殖能力の

改良は望めないがLW雌は雑種強勢により高い繁殖性と強

健性が期待できる。さらに，これに産肉能力の高い系統豚

のデ．1ロック雄を交配した産子LWDには．もともとLも

Wも高い産肉能力を有するため，より・一層高い産肉能力が

伝わるものと考えられる。

アキタLに大ヨークシャー種の系統を交配した初産の繁

殖成績を表3に示した。大ヨークシャー種はわが県で入手

可能なものについて検討した。その結果，1腹平均の産子

数はサクラ401が10．07頑と最も多く，1腹平均の離乳頭数

も9．29頑と良好で，育成率も96．49％と高い能力を示した。

LWD肥育豚の産肉成績は1987年から1992年にかけて，

アキタしの大ヨークシャー種の系統豚，イワテハヤチネダ

ブル，サクラ401及びゼンノーW－01とデュロック種の系

統豚サクラ201を用いて組合わせ検定を実施した。表4で

その結果をみると，大ヨークシャー種の系統については，

サクラ401，ゼンノーW－01を用いたLWDは発育とロー

スの太さに優れるが，背脂肪が厚くなり，イワテハヤチネ

ダブルを用いたLWDはと体長が長く背脂肪が薄い傾向

にあった。このため．それぞれの特徴を生かして交配した

ほうが良いと思われた。

表3　交配した大ヨークシャー種の系統別のLW母豚
の繁殖成績（初産）〈平成元年9月～4年11月〉

形　　質　　単位
父　W　の　系　統

イワテハヤ千村プル　サクラ401　ゼンノーW－”

種付頭数
交配種雄豚数
妊娠頭数
分娩頭数
受胎率
一腹平均産子数

一腹平均ほ乳開始頭数

一腹平均離乳頭数

育成率

頑　14　　　16　　　18
頑　　4　　　　　6　　　　5

頑　14　　　15　　　18
頑　13　　　14　　　15
％　100．00　　　93．30　　100．00
頑　　9．00　　10．07　　　8．27

頑　　7．46　　　9．64　　　7．80
頑　　7．23　　　9．29　　　7．47
％　　94．17　　　96．49　　　96．20

交配種堆豚はサクラ201－　イワテハヤチネダブルとサク
ラ401はアキタL造成第5世代に，また，ゼンノーW－
01は完成したアキタLに交配した

－175－



東北農業研究　第　互6　号　（1993）

表4　LWD肥育豚の産肉成績

組合せ　実施時期　供試頭数　諸芸
頑　　　　　g

ロースの太さ
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L．．L5：秋田県系統造成途中第4．5世代豚　　L：アキタL D：サクラ201
WL：イワテハヤチネダブル　　W2サクラ401　W3：ゼンノーW－01
※1989年度まで110kg，1990年度からは105厄でと殺

給与飼料1989年度　　：60日齢～70kgは市販肥育前期飼料，70～110kgは同後期飼料を不断給与，1腹群飼

1990～1991年度溜呈純真歪欝嘉逓禁断給与単飼1992年度

組給与飼料の水準

前期TDN（％）CP（％）後期TDN（％）CP（％）
①②　　　　　77　　　17　　　　　77
③⑤　　　　　77　　　17　　　　　77　15，13

75　　　　15

73　15．13

④⑥　　　　　77　　　15　　　　　77　15．13
⑦～⑩　77，75，73　17．15　　77，75，73　15，13

（3）肥育豚の栄養水準

肉豚生産は年間を通して高い生産性を冨指しているが，

季節による環境温度の変化などによってこれが阻害されて

いる。一一般には，豚舎環境のコントロールによってこれに

対応しているが，さらに∴環境の変化に適応した飼料給与

を併用することで，生産性の変動を効率的に抑えることが

可能と考えられる。これに，性や肥育の各段階による発育

の特徴を配慮し，それぞれの季節に能力を最大限に発揮さ

せることにより，年間を通して高い生産性を保ち，品質の

揃った枝肉生産が可能になる。

こうした考えのもとに，1989年から1991年にかけて北海

道，岩手，秋田，宮城，山形の各公立の試験場が共同して

それぞれの県で造成された系統豚を基礎豚とする系統間交

雑豚を用いて，性別・季節別の飼料給与技術についての試

験を実施した。

この結果，体成分の中で蛋白質は，体重とともにほぼ直

線的に増加するが，脂肪は後半急激に高まることがわかっ

た。これに基づき，肉豚におけるエネルギー要求量が理論

的に算出され．また豚の発育に伴う蛋白質及び脂肪の体成

分量の変化が把握できるようになった。この成果は日本飼

養標準・豚（1993年版）に取り入れられている。

性別による特徴をみると，去勢は雌に較べ飼料摂取量が

多く，増体に優れるが，厚脂になりやすいことがはっきり

した。したがって，枝肉の品質を改善し，上物率を向上さ

せるには，去勢と雌の別飼を行い．それぞれの発育に見合っ

た栄養水準の飼料を与えることが望ましい。

また，豚は骨．筋肉，脂肪の脂に発達するため肥育前期

（30－70kg）は増体に占める蛋白質と水分の割合が高く，

後期（70－105kg）は水分にかわり脂肪の蓄税が高まるこ

とが明らかになった。したがって，発育休垂にあわせて飼

料の給与量を調節する必要がある。

衷5　性別の最適栄養水準とその発育成績
（1990年4月～1991年3月）

性　　ステージ　　　　冬期　　　　　　夏期
雌　　30～70kg TDN77－CP15％　TDN77－CP15％
70～105　　　　　77－　13　　　　75岬　13

頭　　　数　　　　　　　4　　　　　　　5

1日当り平均増体重（g）　　　721　　　　　　864
上　物　率（％）　　　　　100　　　　　　100

性　　ステージ　　　　冬期　　　　　　夏期
去　勢　30－70kg TDN77－CP17％　TDN77－CP15％

70～105　　　　　75－　13　　　　77－　13

頭　　　数　　　　　　　5　　　　　　　5

1日当り平均増休重（g）　　　900　　　　　　982
上　物　率（％）　　　　　　60　　　　　　　60

往．舎内温度＝冬期5－10℃，夏期20－25℃

性別，季節別に1日平均増体重と上物率についてアキタ

Lを用いた成績を表5に示した。日本飼養標準の期待増体

重は，1993年版では70－110kgで850gとしているのに対し，

アキタL由来の三元交雑豚の試験成績は，単飼という条件

ながら，30－105kgの間で1日当りの平均増体重が雌の冬

期間を除いて．いずれも850g以上を示し発育能力の高さ

を実証している。

このように，系統豚由来の三元交雑豚の高い能力を発揮

させるためには，適切な飼養環境と発育段階に応じた最適

な飼料を給与するように工夫することが求められる。

アキタLを基礎豚とした県産銘柄豚の生産体制の確立及

び普及のために，これら各試験の成績に基づくマニュアル

を作成し，県内の養豚農家の飼養管理技術の水準の高度平

準化を図っていきたい。
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